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Ⅰ 「いわての復興教育」プログラムの概要
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★ 平成24年２月 「いわての復興教育」プログラム（初版） 完成

震災の経験を子ども達がどう受け止め、これからどう生きていくべきなのか？

震災・津波を乗り越え、未来を創造していくために、１０年後、２０年後の岩手県を支えて
いける子どもたちの育成を目指す。

各学校でふさわしい復興教育に取り組む

震災津波の教訓は貴重な教育的価値をもっている

・全県的な取組

・新しい防災教育

・教訓から学ぶ教育活動

そのために

１ 「いわての復興教育」プログラムのスタート
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２ 「いわての復興教育」プログラム

初版
（平成24年２月）

改訂版
（平成25年２月）

第３版
（平成31年３月）

沿岸部

内陸部

全
県
で
の
取
組

【改訂版】のポイント
 ３つの教育的価値「いきる・かかわる・そなえる」及び具体の21項目を明記した
【第３版】のポイント
① 学習指導要領、いわて県民計画、岩手県教育振興計画を踏まえた内容を盛り込んだ
② 震災を経験していない教職員へ伝承するため、成果をまとめ今後の方向性を示した
③ 家庭、地域、関係機関・団体等との連携、発達段階に応じた系統的な取組を示した 5
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「いわて県民
計画」におけ
る位置づけ
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補完 充実

３ 「いわての復興教育」とは

【震災前からの目的】
「知・徳・体」を備え調和の取れた人間形
成（ひとづくり）

どのような時代、環境であっても、たくま
しく立ち向かい、岩手や社会全体をよりよ
い方向に変えていくための人材育成

【「いわての復興教育」の目的】
郷土を愛し、その復興・発展を支える人
材の育成

各学校の教育活動を通して、３つの教育
的価値（いきる・かかわる・そなえる）を育
てること
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４ 「いわての復興教育」の意義
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「防災や安全について」

「生命や心について」

「人や地域について」

５ ３つの教育的価値
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６ 教育的価値と具体の21項目



Ⅱ 「いわての復興教育」の実践
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１ 「いわての復興教育」の大切な視点

「ひと・もの・こと」との関わりの中から学ぶ

「思考力・判断力・表現力」の育成につながる。
日常生活のどんな場面に遭遇しても対処で
きる対応可能な力になる。

組織的・有機的指導

教育活動として組織的に取り組む。
教科横断的な視点で有機的に指導する。

学校の実情に応じた内容

子どもたちの状態、学校や地域の状況を
踏まえる。学校、家庭・地域、関係機関・団
体等と連携する。ふるさとへの誇りや愛着
を育てる取組を盛り込む。
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２ 地域とのつながりの必要性

地域と学校がパートナーとなって、地域への理解を深め誇りと愛着をもった児童生徒の育成
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３ 副読本の活用

『いきる かかわる そなえる』

小学校・高学年用
中学校用

小学校・低学年用 平成26年５月初版発行、令和２年４月改訂版発行
（高等学校用は令和２年４月初版発行）

高等学校用
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副読本の特徴

１ ３つの教育的価値と具体の21項目に対応。
２ 小学校・中学校用は、33市町村の話題を取り上げ、身近なことや教訓とし
て学んだことを考えることができる。
３ 自然災害のみならず、様々な困難な事象への対応に関連づけたり転移さ
せたりして、その課題解決に向けた取組や活動について、地域の状況に応
じて考えたり、調べたり、話し合ったりしながら協働して学ぶことができる。

副読本の活用

１ 学校
各教科、領域（総合的な学習（探究）の時間、特別活動）、教育活動全体

２ 家庭、地域、関係機関・団体等
３ 児童生徒
読書活動の図書、調べ学習の資料

配慮すべき点

地震、津波、被災後の様子等の内容が含まれる。学校の実情、児童生徒へ
の心理的影響を十分に配慮する。
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４ 絵本

「てとてをつないで」
令和４年２月発行

「だいじなもの」
令和６年２月発行

「みんながいるから」
令和５年２月発行
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「いわての復興教育」を県HPで世界に発信

「いわての復興教育」プログラム

副読本 高等学校用

絵本

５ 英語版の作成・発信

絵本
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令
和
７
年
度
事
業

国
費

県
費

１ 推進校事業
○いわての復興教育スクール〈沿岸〉
○交流学習スクール
○震災学習列車活用スクール

１ 推進校事業
○いわての復興教育スクール〈内陸〉

２ 県防災教育研修会

３ 学校防災アドバイザー派遣事業
４ 「いわての復興教育」サポーター派遣事業

２ 児童生徒による実践発表会

３ 実践事例集の発行

６ 「いわての復興教育」推進校事業
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(4) いわての復興教育スクール<内陸> １２校（小５ 中３ 県立４）

盛岡市立大慈寺小学校 盛岡市立中野小学校 盛岡市立渋民小学校 北上市立二子小学校
北上市立更木小学校 盛岡市立河南中学校 盛岡市立渋民中学校
大迫高校 住田高校 盛岡青松支援学校 一関清明支援学校

(1) いわての復興教育スクール<沿岸> ２０校（小５ 中６ 県立９）

大船渡市立盛小学校 陸前高田市立高田小学校 宮古市立宮古小学校 宮古市立鍬ヶ崎小学校
野田村立野田小学校
宮古市立河南中学校 宮古市立宮古西中学校 宮古市立津軽石中学校
宮古市立重茂中学校 宮古市立崎山中学校 野田村立野田中学校
高田高校 釜石高校定時制 釜石商工高校 大槌高校
宮古商工高校 岩泉高校 久慈翔北高校 種市高校
宮古恵風支援学校

(2) 交流学習スクール ８校（小１ 中２ 県立５）

野田村立野田小学校 釜石市立唐丹中学校 宮古市立田老第一中学校
大船渡高校 大槌高校 山田高校
宮古水産高校 久慈翔北高校

(3) 震災学習列車活用スクール ３３校（小１８ 中１１ 県立４）

大船渡市立赤崎小学校 宮古市内全13小学校 山田町立山田小学校 山田町立豊間根小学校
岩泉町立小本小学校 久慈市立大川目小学校 釜石市立釜石中学校 宮古市立第一中学校
宮古市立第二中学校   宮古市立河南中学校   宮古市立花輪中学校    宮古市立津軽石中学校
宮古市立新里中学校 宮古市立川井中学校  久慈市立久慈中学校 洋野町立大野中学校
野田村立野田中学校
大船渡高校定時制 釜石商工高校 山田高校 久慈拓陽支援学校

令和７年度 「いわての復興教育」推進校
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７ 実践事例の共有（児童生徒実践発表会）

令和６年度児童生徒実践発表会
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７ 実践事例の共有（実践事例集の発行）

令和６年度実践事例集
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【岩手県立高田高等学校の実践事例】

１ ねらい
（１）地域や学校におけるこれまでの復旧・復興の歩みに目を向け、自らの在り方や生き方について考え
る契機とし、今後の自然災害を乗り越える資質を育成する。

（２）高田松原の環境再生に協力する活動を通して、東日本大震災津波の伝承者としての自覚を育て、
今後の地域づくりを担う資質を育成する。

２ 具体的な取組
（１）普通科３年生 東日本大震災津波伝承館見学
（２）高田松原再生活動
（３）高大連携フィールドワーク（立教大との連携学習）

３ 成果
（１）高田松原の再生活動を通して、社会貢献の芽生えにつながり、地域を愛するきっかけとなった。
（２）高大連携フィールドワークの学びを通して、市政参加の意識向上につながった。

いわての復興教育スクール＜沿岸＞
（令和６年度実践事例集P32～P33）
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【大船渡市立盛小学校の実践事例】

１ ねらい
（１）東日本大震災の津波がいかに巨大であったかを知り、命を守るための避難について学ぶ。
（２）東日本大震災によって犠牲になった方々を追悼・鎮魂するとともに、復興に向けて多くの人々が尽

 力してきたために今があることを知る。
２ 具体的な取組
（１）１・２年生 大船渡市防災観光交流センター見学
（２）３・４年生 ア いのちをつなぐ未来館・祈り イ 釜石鵜住居復興スタジアム見学
（３）５年生  ふるさとかがやき学習 『防災について考えよう』 大船渡市防災観光交流センター見学
（４）６年生  ふるさとかがやき学習 『盛の歴史・文化再発見』のパーク見学

３ 成果
（１）年間を通じた復興教育カリキュラムが機能し、各学年間の系統性のある学習を展開することが

できた。いわての復興教育推進事業の活用や復興防災週間等において学校全体で取組を推進
できた。

（２）沿岸にある各施設の見学・体験、地域人材との関わりを通して、いわての復興教育・３つの教育
的価値に関わる学びを深めることができた。

いわての復興教育スクール＜沿岸＞
（令和６年度実践事例集P1～P3）
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【盛岡市立河南中学校の実践事例】

１ ねらい
（１）「自然災害発生時の危険予測」と「主体的に行動できる力」を教職員及び児童生徒が身に付ける。
（２）地域で起こり得る災害や災害対策の取組、町の歴史や文化について学び、正しい知識を身に付ける

 とともに地域の一員として防災に取り組むことを目指す。

２ 具体的な取組
（１）１年生 被災地訪問、まちあるき講座防災フィールドワーク
（２）２年生 「キッズ向けさいがいマップ」を用いた防災教育
（３）３年生  避難所運営ゲーム（HUG）の実施

３ 成果
（１）東日本大震災の被災地を訪問し、命の大切さと復興への営みについて学び、減災・防災の意識を高
めることができた。

（２）地域や専門機関など様々な方々の協力を得て、地域と連携しながら防災に取り組む大切さを学ぶこ
とができた。

いわての復興教育スクール＜内陸＞
（令和６年度実践事例集P165～）

25



【宮古市立崎山小学校の実践事例】

１ ねらい
（１）内陸部と沿岸部の児童生徒等との交流を通して、県内の児童生徒が復旧・復興の現状を理解し、復
興やまちづくりへの参画意識を高める。

（２）交流を通して自分の住む地域を見つめその良さに気づくとともに、自然災害への備えについて発信
し語り継ぐ活動を行う。

２ 具体的な取組  （４年生による取組）
（１）東日本大震災を含めた、中の浜地域の自然災害についての学習課題を設定した。
（２）テーマを「中の浜の海洋ごみ」「中の浜を襲った自然災害」「復興の森を観察しよう」とし、自然豊かな
崎山地区について、現在と過去、これからの未来について考える活動を行った。

（３）中の浜での観察や体験を通して分かったことをまとめ、岩手県立葛巻高等学校との交流にて発信す
る活動を行った。

３ 成果
（１）児童は、外部講師による説明をよく聞き、積極的に調べ、新聞に分かりやすくまとめる力がついた。
（２）児童は、緊張しながらも徐々に高校生と打ち解け、より良いコミュニケーションをとろうとする態度
がみられた。

交流学習スクール
（令和６年度実践事例集P63～P64）
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【野田村立野田中学校の実践事例】

１ ねらい
（１）三陸鉄道の震災学習列車に乗車し、復興の様子を学ぶ。
（２）まちづくりへの参画意識を高め、地域の一員であることを自覚し、自然災害への心構え、自らの生き

 方、あり方等について学ぶ。
２ 具体的な取組
（１）震災学習列車乗車【陸中野田駅～新田老駅】（２年生33名、引率教員４名）
（２）「学ぶ防災」による震災学習
（３）盛岡市立厨川中学校との交流学習
（４）岩手日報社での講話
（５）県立総合防災センターでの防災体験

３ 成果

（１）震災学習列車や学ぶ防災ガイドによる体験を通して、東日本大震災の教訓の理解につながった。
（２）厨川中との交流や岩手日報社での発信の工夫を学んだことを生かし、個人新聞を作成し、発信する
ことができた。

震災学習列車活用スクール
（令和６年度実践事例集P151～P153）

27



令和４年度防災功労者内閣総理大臣表彰受賞
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上の写真は大槌高校note（知事表敬訪問時）、
左の記事は「広報おおつち」令和４年11月号

大槌高等学校「復興研究会」の取組



８ 教職員等を対象とした防災教育研修会

対象：小・中・義務教育学校、幼稚園、県立学校、私立学校の管理職又は主任層の教諭 ほか

講師：防災危機管理アドバイザー 越野修三氏、復興防災部防災危機管理監 駿河芳典氏 ほか
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県立図書館 Ⅰルーム 県立図書館HP
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県立図書館HP



東日本大震災津波伝承館HP
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東日本大震災津波伝承館



三陸鉄道 震災学習列車の活用

三陸鉄道HP
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①公開資料
・公開資料数 236,972点
［画像・文書・動画・音声］
・新聞記事ＢＯＸ

②アーカイブの利点
・ＰＣ、タブレット、スマートフォン等で、
どこからでも閲覧可能
・資料の二次利用が容易
・検索による絞り込みが可能
・学校教育に活用できるコンテンツが充実

③児童・生徒向けコンテンツ
・希望のニュース（新聞記事教材）

④教育関係者向けコンテンツ
・「復興教育・防災教育」資料館
・学校での実践事例集、学習指導案、
発表資料

いわて震災津波アーカイブ ～希望～
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http://iwate-archive.pref.iwate.jp/


１ 趣旨
防災の専門家を学校に派遣し、防災教育の充実、学校防災体制の確立を図る。

委嘱機関・委嘱者 対応可能な内容

1
岩手大学・岩手県立大学教員
いわての師匠

地震、津波、火山噴火、気象災害、危機管理、図上訓練(DIG)、避難所運営訓練
(HUG)、クロスロードゲーム、防災教育教材の活用 等

2
盛岡地方気象台職員
岩手河川国道事務所職員

注意報や警報等の防災情報、緊急地震速報効果音を活用した避難訓練、地
震、津波、気象災害、火山噴火、防災マップづくり、大雨ワークショップ、復興教
育副読本・防災教育教材の活用 等

3 安全まちづくりパートナーズ 逃げ地図（避難地形時間地図）

4 岩手県地域防災サポーター
地域で発生した過去の災害、地域で想定される災害リスク、危機管理マニュア
ルの助言 等

5 一般社団法人SAVE IWATE 避難所運営訓練(HUG)、ボランティア活動 等

6 岩手県教育委員会指導主事 学校防災体制、防災教育のあり方 等

7 その他 （必要に応じて、県内外の各専門家に委嘱）

３ 委嘱先

２ 内容

(1) 避難訓練に関する指導・助言（緊急地震速報効果音を活用した避難訓練等）
(2) 危機管理マニュアルの見直し（避難場所・避難経路の安全性、災害発生時の対応等）
(3) 講話・演習を通じた防災意識の向上（地震、津波、火山、気象防災、災害時の避難等）
(4) 職員研修での指導・助言・演習（防災教育計画の作成、図上訓練、災害時の危機管理等）

34

学校防災アドバイザー派遣事業
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岩手大学研究支援・産学連携センターHPより

いわての師匠派遣事業



Ⅲ 「いわての復興教育」の課題
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【課題１】東日本大震災津波の風化

令和７年 「岩手県の東日本大震災津波からの復興に
関する意識調査」結果（令和７年6月）より

東日本大震災津波の風化について、
県全域では「進んでいると感じる」「やや
進んでいると感じる」の割合の合計
（51.7%）は、「進んでいないと感じる」
「あまり進んでいないと感じる」の割合の
合計（11.9%）よりも高い割合を占めて
いる。

37



震災津波から1４年余りが経過

・時間の経過による震災津波の記憶の風化

・震災津波そのものの記憶がない子供たち、教職員への
対応

教訓の語り継ぎ、伝承活動

38

【課題１】東日本大震災津波の風化



東日本大震災津波を語り継ぐ日条例（令和３年岩手県条例第１号）

【前文】

平成23年３月11日に発生した東日本大震災津波により、本県では、かつて経験したこと
のない被害を受け、突然に多くの大切な人を失った。私たちは、自然災害はいつでもどこ
でも誰にでも起こりうることを知るとともに、家族や友人、地域、国内外の人たちとの絆や
人と人とが支えあうことの大切さを改めて実感した。

私たちは、東日本大震災津波の発災直後からこれまで、国内外から数多くの支援をい
ただきながら、復旧・復興に全力を挙げて取り組んできた。

今後も復興に向けた歩みは続いていくが、二度と同じ悲劇を繰り返さないために、復興
が果たされる日が来ても、東日本大震災津波の記憶を風化させることなく、東日本大震
災津波を体験していない世代やこれから生まれてくる子どもたちにもあの日の悲しみと教
訓を伝承していく必要がある。

また、東日本大震災津波により亡くなった人々の果たせなかった想いを引き継ぎ、未来
のために力を合わせてより良い地域を創造し築いていくことが重要である。

（以下略）
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【課題２】日本海溝・千島海溝沿い巨大地震及び後発地震

40

内閣府HPより



41

日本海溝・千島海溝沿い地震の被害想定を「知らない」県内小中高
生の割合は全体の41.3％。

岩手大学と岩手日報社が実施した2024年度防災アンケート結果をもとに作成（Ｎ＝2114）

【課題２】日本海溝・千島海溝沿い巨大地震及び後発地震



日本海溝・千島海溝沿い巨大地震
後発地震注意情報

防災教育により「正しくおそれる」

42

【課題２】日本海溝・千島海溝沿い巨大地震及び後発地震



Ⅳ これからの復興・防災教育
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★ 「いわての復興教育」推進校事業の見直し（案）

44

【現行（令和７年度まで）】 【見直し案（令和８年度以降）】

★ 内陸部の学校にもいわての学び希望基金を活用し、全県で「いわての復興教育」の更なる推進を図る

全県が一体となった「いわての復興教育」 の更なる推進



★ 能登半島地震発災直後から、東日本大震災
津波で本県が得た様々な知見などを石川県に
提供

令和６年９月11日 能登町長による岩手県知事表敬（復興防災部撮影）

岩手県HPより

45

経験・教訓の伝承

令和６年２月17日・18日 達増知事による石川県庁及び能登町役場訪問
（復興防災部撮影）



★ 石川県との包括連携協定締結により、
復興・防災教育分野における交流も加速

岩手県HPより

46

経験・教訓の伝承



★ 石川県との包括連携協定に基づく能登地域の高校生との交流
 石川県立穴水高等学校 と 岩手県立大槌高等学校
 （第１弾として、オンラインによる交流を令和７年12月16日実施）

石川県立穴水高等学校

47

児童・生徒の相互交流

岩手県立大槌高等学校

（写真は両校HPより、地図は穴水町HPより）
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★ 復興教育支援の一環として、
能登半島地震の被災４市町（珠洲
市、輪島市、能登町、穴水町）に
復興教育絵本「だいじなもの」を贈
呈

★ 輪島市では、「いわての復興教
育プログラム」を参考にした市独自
の復興教育プログラムを令和８年
度に策定予定

輪島市教育委員会・小川正教育長による県教育庁表敬訪問（令和７年11月10日）

経験・教訓の伝承



49

（県立図書館作成資料）

経験・教訓の伝承、発信

★ 県立図書館
「Ⅰ-ルーム」の活用促進



★ 復興防災部や東北大学等と連携した海外津波博物館等との交流事業として、令和７年
12月５日(金)～６日(土)に、インドネシア・アチェ州の高校生と県立高田高等学校の生徒が
互いの防災・伝承活動等を紹介し、今後の活動目標や課題を話し合う取組を実施 50

経験・教訓の伝承、児童・生徒の相互交流



日本海溝・千島海溝沿い巨大地震に「そなえる」

★ 知事部局や関係機関との連携による復興・防災教育の更なる推進
（「ぼくのわたしの防災手帳」改訂版に巨大地震津波特集を追加） 51

「ぼくのわたしの防災手帳」令和７年９月改訂
13・14ページ

著者：東北大学災害科学国際研究所
発行：テレビ岩手
協力：岩手県、岩手県教育委員会



日本海溝・千島海溝沿い巨大地震に「そなえる」

★ 知事部局や関係機関との連携による
復興・防災教育の更なる推進
（県土整備部による防災教育）

52（県北広域振興局土木部HPより）



４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

市町村教委、教育事務所、
県立学校へ説明
・教育事務所長会議
・市町村教委との意見交換
・県立学校長会議
・公所長等会議

研修受講希望の照会
（6月中旬～７月末）
対象
・小・中・高等学校・特別支援学校
・教育事務所 ・教委事務局職員

※管理職を除く

養成研修①の開催
（9月17日（水）対面またはオンデマンド）
・講義)教職員による学校支援の意義

講師：県立図書館長
・講義）東日本大震災からの教訓

講師：いわての復興教育サポーター
・講義）能登地震災害への派遣について

講師：災害時学校支援チームおかやま
チーム員

・講義）災害時における派遣体制について
講師：岩手県教委事務局職員

養成研修②の開催
（令和8年1月７日）
・講義・演習）被災した学
校への支援について
・講義・演習)児童生徒への
支援、心のケアについて
認定証の交付
※養成研修①及び②を修了
した者

検討会議③
(12月23日）

検討会議①
（6月20日）

検討会議②
（８月21日）

市町村教委、
教育事務所へ
説明
・教育事務所
長会議
・市町村教委
との意見交換

検討会議④

災害時学校支援チームいわて（仮称）設立に向けた取組

チーム員養成研修①について
〇研修受講者 計69名 受講方法：対面40名 オンデマンド29名

所属 ：学校教職員 29名 教育委員会等職員 40名）
〇受講者事前アンケートより
・「これまでに地震や豪雨災害等による学校再開の支援に携わったことがある」・５９％
・2011.3.11当時、教職員ではなかった受講者・・・・・・・・・・・・・・・・   １８％

～研修当日の様子～

チーム員養成研修②について
〇受講対象者は養成研修①を終了した者

〇２回の研修受講者に対し、認定証の交付をもっ
てチーム員として認定

〇研修終了後にチーム発足式を兼ねた認定式を
実施

★ 教職員による有事の際の学校支援体制構築、復興教育に必要な資質・能力を備えた教員育成を目指して

R8以降の方向性
〇養成研修を継続し、新規チーム員を募集する。
〇既存チーム員に対しスキルアップ研修を実施
し、最新の情報を学ぶ機会を提供する。
〇研修を通して、被災地派遣、学校再開支援に
ついての経験の共有。
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災害時学校支援チームいわて（仮称）設立に向けた取組
★ チーム員として想定される役割の概要 チーム員養成研修実施要項より
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